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項 目 要   約 

１．研究の概要 
 使用済み燃料の処理・処分に資する放射性廃棄物の減容および有害度低減

の実現のため、燃料に対する水の体積比を小さくして中性子スペクトルを高

速化することで、使用済み燃料中の超ウラン元素を燃焼できる革新的水炉

RBWR(Resource-renewable BWR)の技術的成立性を確認することを目指し、全

炉心輸送計算による炉心特性評価とジルカロイ燃料被覆管の水素吸収メカニ

ズム解明と水素脆化挙動評価を行う。そのために以下の研究開発を行う。 

１）全炉心輸送計算による炉心特性評価 

２）ジルカロイ燃料被覆管の水素吸収メカニズム解明と水素脆化挙動評価 

２．総合評価 
１年半の検討によって、材料研究において新たな知見が得られており、ま

た、RBWRの可能性が示され、TRU燃焼炉としての優れた特性が示されたことは

評価できる。 

今後、TRUの効率的な燃焼を既存のBWRで出来るのであれば、メリットは非

常に大きいものと期待される。 

Ｓ）極めて優れた成果があげられている 

Ａ）優れた成果があげられている 

Ｂ）一部を除き、相応の成果があげられている 

Ｃ）部分的な成果に留まっている 

Ｄ）成果がほとんどあげられていない 

Ａ 


